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Market  Column 
「ファンド資本主義」 が押し寄せる  
 
本格的な「ファンド資本主義」が自動車業界

に押し寄せています。 
米サーベラスが独ダイムラー・クライスラーか

ら、業績不振の北米クライスラーを５５億ユーロ

（約９０００億円）で買収したのは記憶に新しいと

ころ。１９９８年にダイムラー・ベンツが米ビッグ３

の一角クライスラーと「世紀の合併」を行ってか

ら、わずか９年のことです。 
          ◆        ◆ 
投資ファンドは買収から数年間で再建にめど

をつけて売却、利益を上げるのが通常の手法。

再建には売れるクルマが不可欠ですが、それ

は並大抵ではありません。こうなると、企業の切

り売りなど荒療治もあるでしょう。 
買い手は、

北米進出を

狙う中国や

韓国、インド

の自動車メ

ーカーがま

ず考えられます。投資ファンド側も、成長が期待

されるアジア市場で日本のメーカーと渡りあうに

は、さらに周辺企業の買収を工作してきます。こ

うなると、投資ファンドによる業界再編の波は、

確実に日本メーカーにも押し寄せるでしょう。 
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          ◆        ◆ 
国内に目を移せば、国内販売低迷のなか、

ホンダや日産、三菱自動車などが販売再編に

乗り出しています。販売会社の統合や販売店の

系列一本化などで、経営効率化を図ろうというも

の。あとは新車が売れなくても、７５００万台とい

う国内保有台数を考えれば、サービス部門の拡

充で収益基盤は確保できるとの声もあります。 
外圧に加え内部調整と、しばらくはその動き

から目が離せません。 
 

 
 クルマの豆 知 識 

仮ナンバー 
正式名称は「臨時運行許可番号標」。これ 
には下記の２種があります。 
まず、車検切れのクルマなど、個人が特定 
の自動車を継続検査や新規登録のために 
運行するときに使うもの。ナンバープレート 
の対角線上に、赤 
い斜線が入れられ 
ます（写真）。 
つぎに、ディーラー 
等が自動車を自走運搬するために使われ 
るものです（ディーラーナンバー）。前者は 
後者はナンバープレートに赤い枠線が入れ 
られます。 

 

私たちは環境と福祉を考え、健全なモーター・ライフを応援しています。 
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 アーリア アウトソーシング グループ  
独自の “ ワンストップ・サービス ” 
登録から陸送まで、全国対応 
アーリア・アウトソーシング・グループでは、ア

ーリア物流の陸送機能はもとより、アーリア行政

書士法人による

登録代行、検査

持ち込み、封印

のための回送な

どを行なってい

ます。 

これにより自

動車登録から輸

送・納車まで一

貫した “ワンストップ・サービス” を展開。 

お見積もりは、電話またはホームページから

ご依頼・お問い合わせください。 

アーリア行政書士法人 
有限会社 アーリア物流 

 
 
自動車ディーラーで働くなら 
まず セッテ ソーニ に登録を 
 「憧れの自動車ショールームで働いてみたい」 

そんな方は、ぜひ自動車ディーラー等への派

遣事業に実績のある当社で、迷わずスタッフ登

録を！ まずは気軽にお電話ください。 
多くの方がご自分にピッタリ合ったお仕事を

見つけられるように、お手伝いしていきます。 
【フリーダイヤル】  ０１２０－１０６９－５１  
【新住所】 
〒651-0096 神戸市中央区雲井通 7-1-1 
ミント神戸１６階  セッテ ソーニ 株式会社 
 

Ａｕｔｏ－Ｎｅｗｓ  
◆ 国交省、燃費カタログ表示で 
消費者実感に近い＂新方式＂導入 
経産省と国交省は、自動車カタログなどに表

示する燃費について、新方式による数値を導入

しました。ドライバーの実感に近い走行条件で

測定したもので、燃費は従来比で約1割程度悪

化するといいます。 

 新方式は「ＪＣ０８モード」と呼ばれるもので、エ

ンジンが冷えた状態から発進したり、時速６０ｋ

ｍまでの加速・減速を繰り返したりなど、実際の

走行に近い形で計測します。 

 なお、２０１１年４月までは、新旧の方式を併記

するとしています。 

 
◆ バイクの最高出力 「自主規制」 撤廃 
日本自動車工業会と国土交通省が、国産オ

ートバイの最高出力「自主規制」を廃止すること

で合意しました。 
オートバイの自主規制には、上限値である

100馬力のほ
か、400ｃｃ級
で 53 馬力、
250cc 級 で
40馬力など、
排気量ごとに 10段階あり、これらすべてを撤廃
します。2004年 6月の四輪車の自主規制（280
馬力規制）廃止に続くもの。 
規制は根拠があいまいで、逆輸入車とのダブ

ルスタンダードとなっていました。そのため、二

輪車の交通事故死傷者数が漸減傾向にあるな

か、規制の存続はメーカーと消費者の双方に不

利益が大きいと判断したようです。 
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自 動 車 月 間 販 売 台 数   ６月 資料出典／日本自動車販売協会連合会 日本自動車輸入組合  

（▼は前年同月比マイナス、印なしはプラス）  

新   車 総 合 計 登録車合計   軽自動車合計 

 普通乗用車 小型乗用車  
販 売 台 数 （台） 462,163 291,640 106,774 140,455 170,526 

前年同月比 （％） ▼9.4 ▼11.2 ▼4.0 ▼13.2 ▼6.1 

   

中 古 車 総 合 計 普通乗用車 小型乗用車 普通貨物車 小型貨物車 

登 録 台 数 （台） 375,568 149,371 168,702 19,555 26,432 

前年同月比 （％） ▼12.8 ▼10.6 ▼12.8 ▼14.9 ▼22.5 

   

輸 入 車 ( 新 車 ) 総 合 計 外国メーカー車  同 ( 中 古 車 ) 総 合 計 普通乗用車 

販 売 台 数 （台） 29,028 24,406  47,455 35,548 

前年同月比 （％） 0.4 ▼11.8  ▼11.1 ▼8.5 

 6 月の 自 動 車 販 売  
【登録車 新車販売】 
前年同月比１１．２％減で、２４カ月連続の減少。

普通乗用車が同４.０％減、小型乗用車は同１３．
２％減。上半期では３０年ぶり１８０万台割れ。 
【軽自動車 新車販売】 
前年同月比６．１%減となり、３カ月連続のマイナ
ス。車種別では、乗用車は同５．１％減の１２万５

９５６台。上半期では４年ぶりマイナスでした。 
【中古車 登録台数】 
前年同月比１２.８％減の３７万５５５６８台で、1５
カ月連続のマイナスとなりました。上半期では前

年同期比９.６％減の２４３万１５７１台。 
輸 入 車 【新車・中古車 登録台数】 
新車は、前年同月比０.４％増の２万9028台。外
国メーカー車に限れば同１１.８％減の２万４４06
台。中古車は、同 11.1%減の４万７４５５台。 

 6 月の 販 売 ランキング (登録車)   
順 通 称 名 メーカー 台 数 前年比% 

1 カローラ トヨタ 12,446 112.7 

2 ヴィッツ 〃 9,356 90.4 

3 フィット ホンダ 8,306 87.6 

4 セレナ 日産 6,711 96.6 

5 パッソ トヨタ 6,669 102.5 

6 ストリーム ホンダ 6,232 576.5 

7 エスティマ トヨタ 6,168 88.0 

8 ティーダ 日産 5,410 95.2 

9 デミオ マツダ 5,376 112.9 

10 マーチ 日産 4,948 121.8 

軽を含む上半期ランキングは、トップ１０中６車

種を軽が占めました。１位はワゴンＲ１２万１９１４

台。２位はムーブが前年同期比２１.１％増の１１
万７８３０台。以下カローラ、ヴィッツ、ミラ、タント、

アルト、フィット、パッソ、ライフの順です。 
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 自 動 車 登 録  Ｑ＆Ａ  
   A市に居住していますが、 

B市で車庫を借りました。 
A市と B市は運輸支局の管轄が 
異なります。登録はどっちで？ 
 

Ａ．A市を管轄する運輸支局で 
登録してください。 

 
自動車の登録は、その車両に使用 
の本拠地で決まります。保管場所は、 
クルマの登録とは関係がありません。 
したがって、上記の場合は、居住地で 
あるA市ということになります。 
 
  ただし、車庫証明を提出するのは、 
車庫のある場所を管轄する警察署で 
す。上記の場合は、B市の警察署とい 
うことになります。 
 
会社の営業所などで車両を使用す 
る場合は、本社のある場所ではなく、 
あくまで営業所がある地域を管轄する 
運輸支局で登録をすませます。 
 
 

 
 
 
 
 
。 
 
 

Ａｕｔｏ－Ｅｖｅｎｔ 
第 7回 オートギャラリー東京 2007 
  会期：８月３(金)－５日(日) 
  会場：東京国際展示場 
 
 編 集 後 記 
◆自動車販売、後半戦巻き返しなるか 
２００７年上半期（１―６月）の新車販売台数は

２８４万２５２０台。８５年上半期以来の２年ぶりの

低水準です。軽自動車を除く登録車は１７８万

台となり、３０年ぶりの１８０万台割れ。軽自動車

も昨年までの好調ぶりとは異なり、半期ベース

では４年ぶりのマイナスでした。 
下半期にはホンダのフィットなど量販車の新

型が投入されるとはいえ、上半期の落ち込みを

どう取り戻すか、各社ともに頭の痛いところです。

１０月のモーターショーなどで、ユーザーのクル

マへの関心が高まることも期待しながら、まずは

夏を乗り切りたいものです。 
 

 
  Ｆour Seasons 発行  
アーリア行政書士法人 

   〒658-0024 神戸市東灘区魚崎浜町 33 

    兵庫陸運支局西隣 （兵庫県自動車会館１ 階） 
    Tel.078-453-3477  Fax.078-453-3478 
                        http://106951.com 
セッテ ソーニ株式会社 
 〒651-0096 神戸市中央区雲井通７-１-１ 

ミント神戸 16階 
Tel.078-291-4686  Fax.078-291-4787 

http://www.settesogni.co.jp 
 


